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 新規採用・削除医薬品等通知  
   薬剤部 医薬品情報管理係 

（薬品名） ゼンタコートカプセル 3mg  市販直後調査 2016年 11 月～2017 年 5 月 

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

Zentacort capsules 

1 カプセル中、ブデソニドとして 3mg 

ブデソニド 

ゼリア新薬工業株式会社 

2016 年 11 月 

256.9 円 

87239 

クローン病治療剤 

効能・効果 軽症から中等症の活動期クローン病 

用法・用量 通常、成人にはブデソニドとして9mgを1日1回朝経口投与する。 

禁忌 1.本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

2.有効な抗菌剤の存在しない感染症、深在性真菌症の患者［症状が増悪するおそれがある。］ 

相互作用 本剤作用増強 CYP3A4 阻害剤、イトラコナゾール等、グレープフルーツ、グレープフルーツジュース 

副作用 重大な副作用：記載なし 

その他：5%以上の記載なし 

●3 月 1 日より 

ビジクリア配合錠 

 

3/1 削除 

今回採用医薬品（採用）  従来採用医薬品 (削除 )  

●3 月 1 日より 

アセリオ静注液 1000mg/100mLバッグ 

 

アセリオ静注液 1000mg/100mL 

新規採用医薬品通知 

削除医薬品通知 

医薬品剤形変更通知 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回採用医薬品（採用）  従来採用医薬品 (削除 )  

●3 月 1 日より 

テルビナフィン塩酸塩クリーム 1% 「サワイ」10g 

 

ラミシールクリーム 1% 10g 

献血ヴェノグロブリン IH5%静注 0.5ｇ/10ｍL 

献血ヴェノグロブリン IH5%静注 2.5g/50ｍL 

献血ヴェノグロブリン IH5%静注 5g/100ｍL 

献血ヴェノグロブリン IH5%静注 10g/200ｍL 

【効能・効果】 

● 500mg製剤（10mL），1,000mg製剤（20mL），2,500mg製剤（50mL），

5,000mg製剤（100mL） 

1～10. 略 

11．ギラン・バレー症候群（急性増悪期で歩行困難な重症例） 

●10,000mg製剤（200mL） 

1～9. 略 

10. ギラン・バレー症候群（急性増悪期で歩行困難な重症例） 

【用法・用量】 

本剤は効能・効果に応じて以下のとおり投与する．なお，直接静注す

る場合は，きわめて緩徐に行うこと． 

 

・低並びに無ガンマグロブリン血症：略  

・重症感染症における抗生物質との併用：略 

・特発性血小板減少性紫斑病：略 

・川崎病の急性期：略  

・多発性筋炎・皮膚筋炎における筋力低下の改善（ステロイド剤が効

果不十分な場合に限る）：略 

・慢性炎症性脱髄性多発根神経炎（多巣性運動ニューロパチーを含

む）の筋力低下の改善：略  

・全身型重症筋無力症（ステロイド剤又はステロイド剤以外の免疫抑

制剤が十分に奏効しない場合に限る）：略  

・天疱瘡（ステロイド剤の効果不十分な場合）：略  

・血清IgG2値の低下を伴う，肺炎球菌又はインフルエンザ菌を起炎菌

とする急性中耳炎，急性気管支炎又は肺炎の発症抑制（ワクチン接種

による予防及び他の適切な治療を行っても十分な効果が得られず，発

症を繰り返す場合に限る）：略 

・水疱性類天疱瘡（ステロイド剤の効果不十分な場合）：略 

・ギラン・バレー症候群（急性増悪期で歩行困難な重症例）： 通常，1

日に人免疫グロブリンGとして400mg(8mL)/kg体重を5日間連日点滴静

注する． 

後発医薬品採用通知 

適応追加通知 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


